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取
材
で
う
か
が
っ
た
う
さ
ち
ゃ

ん
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
達
が
笑
顔

で
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。昨

今
、
大
人
達
の
無
謀
な
運
転

や
気
の
ゆ
る
み
に
よ
っ
て
大
き
な

事
故
が
引
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

私
達
一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も
達

の
お
手
本
に
な
る
よ
う
に
、
気
を

引
き
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

町
で
は
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

交
通
安
全
の
街
頭
啓
発
運
動
、
交

通
安
全
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

交
通
安
全
設
備
の
整
備
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
購
入
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
幼
児
交
通
安
全
教
室
（
う

さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）
で
子
ど
も
達

に
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
基
本
を

教
え
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
全
国

的
に
見
る
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
死

者
の
４
割
強
を
占
め
、
人
口
構
成

率
と
比
較
し
て
も
２
・
２
倍
と
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
齢

に
と
も
な
う
身
体
機
能
の
低
下
に

よ
り
、
危
険
の
回
避
や
車
の
速

度
・
距
離
の
感
覚
を
つ
か
む
の
が

遅
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

一
方
、
子
ど
も
の

交
通
事
故
の
原
因
で

最
も
多
い
の
は
飛
び

出
し
で
す
。
子
ど
も

は
ひ
と
つ
の
こ
と
に

注
意
が
向
く
と
周
り

の
も
の
が
目
に
入
ら

な
く
な
り
ま
す
。
飛

び
出
し
の
危
険
を
繰

り
返
し
教
え
る
と
と

も
に
、
運
転
者
も
子

ど
も
の
行
動
特
性
を

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
事
故
の
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
道
路
の
凍

結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン

や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な
ど
の

滑
り
止
め
の
装
着
、
凍
結
防
止
剤

の
使
用
に
加
え
、
橋
の
上
・
ト
ン

ネ
ル
の
出
口
と
い
っ
た
凍
結
し
や

す
い
場
所
で
は
、
手
前
で
十
分
に

減
速
し
、
急
ブ
レ
ー
キ
・
急
発

進
・
急
ハ
ン
ド
ル
と
い
っ
た
急
の

つ
く
運
転
を
避
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

年
末
か
ら
年
始
に

か
け
て
は
、
お
酒
を

飲
む
機
会
も
増
え
る

時
期
で
す
が
、
全
国

各
地
で
飲
酒
運
転
に

よ
る
重
大
事
故
が
多

発
し
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
飲
酒

の
影
響
と
し
て
、
判

断
力
の
低
下
・
視
力

の
低
下
・
遠
近
感
が

鈍
く
な
る
・
運
転
が

う
ま
く
な
っ
た
よ
う

に
錯
覚
す
る
・
正
確

な
動
作
が
で
き
に
く

く
な
る
な
ど
事
故
を
お
こ
し
や
す

い
状
態
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
車
を
凶
器

に
変
え
て
し
ま
う
非
常
に
危
険
な

行
為
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

く
だ
さ
い
。

町
内
紫
合
堂
田
交
差
点
に
お
い

て
11
月
23
日
に
死
亡
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
今
年
度
の
死

亡
事
故
は
２
件
と
な
り
、
昨
年
同

時
期
と
比
較
す
る
と
１
件
増
加
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
１
月
か
ら
10
月
末

ま
で
に
町
内
で
１
１
７
件
の
交
通

事
故
が
お
こ
っ
て
お
り
、
18
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
と
高
齢
者
の
負
傷
者
数
は
９
人

増
加
し
て
い
ま
す
。

年
末
は
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、

12
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
初
日
は
運
動
期
間
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
生
中

央
駅
前
周
辺
・
県
道
川
西
三
田
線
で
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
に
車
が
欠
か
せ
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

交
通
事
故
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
ず
に
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。
今
回
は
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
考
え
、
安
全
教
育
の
場
で

あ
る
幼
児
交
通
安
全
教
室
を
取
材
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
追
放
へ

高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故

町
の
交
通
安
全
対
策

う
設立3 0年を迎える「うさちゃん

クラブ（以下「クラブ」）」は、幼

児とその保護者を対象に交通安全

教育を行っています。現在、３歳

から小学校就学までの1 9 2人が８ク

ラスに分かれて、４月から1 2月ま

で全８回の活動に参加しています。

クラブでは交通指導員のお姉さ

ん２人が、手作りの教材を使って

子ども達の目線で交通ルールを分

かりやすく教えています。マスコ

ットキャラクターのぴょんちゃん

や腹話術人形のふくちゃんも登場し、子ども達は歌や紙芝居、ゲームを通

して信号の見方・飛び出しの

危険・自転車のルールなど、

さまざまな交通ルールを楽し

く学びます。

クラブの交通指導員は、町

内の保育園でも安全指導を行

っています。また、子育てサ

ークルや老人クラブ、自治会

などからの指導依頼も受けて

います。平成1 9年度うさちゃ

んクラブ参加者の募集につい

ては、３月１日号広報でお知

らせします。

▲手作りの教材を使った楽しい教室

交通ルールを楽しく学ぶ

さ ち や ん ク ラ ブ
冬
の
運
転
の
注
意
点

▲ぴょんちゃんと一緒に交通ルールの勉強

1 0月2 9日、大陽猪名川自動車学校で

おまわりさんと一緒にクラブの実地

訓練が行われました。子ども達はお

父さんやお母さんと手をつないで、

左右の確認をして踏み切りを渡り、

手を上げて交差点を横断し、いつも

クラブで練習している安全確認をし

っかりとしていました。また、バス

による巻込み実験や猛スピードで走

る車の急ブレーキ実験を見たり、パ

トカーに乗るなど、体験を通してさ

まざまなことを学びました。

参加していた保護者のつつじが丘

在住の戸牧理絵さんは「クラブでは

家で教えられないいろんなことを教

えてもらえて、親子ともども勉強に

なります」と笑顔で話されました。

▲実際に道路を歩いて安全確認の練習

死
亡
事
故
発
生

交交通通指指導導員員のの福福田田真真由由美美ささんん

（（右右））とと前前田田稚稚菜菜ささんん（（左左））

ののおお話話

幼児期から交通安全を学ぶこ

とは、自然に交通ルールを身に

つけ、保護者の安全意識を高め

ることにもつながります。

クラブの活動で、子どもの交

通事故がなくなっていくことを

強く願っています。

私達と一緒に交通ルー

ルを学びましょう！

交
通
量
の
増
加
に
よ
り
、
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
心

と
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

交通事故から身を守ろう！

毎日の暮らしの中で、交通安全を心

がけましょう。

幼児の事故防止に

歩行中は幼

児の手首を握

る。また、同

じ目線で見て

危険を防止す

る。

歩行中の高齢者の事故が増加

安全確認をしっかりと行い、無理

な横断はしない。

夕暮れ～夜間の事故防止に

歩行者は明るい色の服装と夜光反

射材を身につけ、車に存在を知らせ

る。（反射材は5 7 m以上の距離からで

もドライバーが確認できる）また、

自転車や車は早めにライト点灯す

る。

自転車に乗る時には

体の大きさにあった自転車に乗

り、スピードを出しすぎない。

車での万一の事故時に

命を守るために

シートベルト

やチャイルドシ

ートを正しく着

用する。 おおままわわりりささんんとと実実地地訓訓練練


